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研究成果の概要（和文）：1) 設計スケッチの実証的分析を通じた設計技法の発見と整理を行った。対象作品は
村野藤吾、吉阪隆正などの傾向の異なる建築家を並列して取り上げ、それぞれの特徴的設計方法における構造的
な構想が、設計の初期段階から思考されていることを明らかにした。以上の内容は日本語査読論文に加え、現在
までで３篇の英語論文として発表し、現在発表の継続を行っている。
2)構造設計の教科書「建築デザインの構造と造形」の増補原稿を準備した。
3)教育内容の検証として、ハワイ大学マノア校において遠隔講義を行い、所属する三重大学でも試行的セッショ
ンを実施して、学生の関心や理解度を検討し、教育コンテンツの妥当性や有効性を確かめた。

研究成果の概要（英文）：1) In this research, wide variety of design techniques of structural form 
were examined through morphological analysis on the design sketches of the architects including Togo
 MURANO, Takamasa YOSHIZAKA, Yoshinobu ASHIHARA and others. Through these efforts, among each of 
their unique design approach and method, structural idea of built form was integrated even in the 
early design stage. These findings were published in peer-reviewed Japanese periodicals as well as 
so-far three english papers appeared in Japan Architectural Review. 
2) Based on above, educational contents for architectural design education were prepared for the 
publication of a textbook entitled " Structure and Form in Architectural Design." Total of 32 pages 
enlarged contents were created and prepared.
3) The contents were partially presented in the remote-lecture held at University of Hawaii in 
Manoa, as well as in Mie University in Japan. Basic effectiveness and attraction were positively 
evaluated in both attempts.

研究分野： 建築意匠学、建築形態論

キーワード： 建築形態　設計方法　架構単位　変形能　形の合成　構法要素　設計教育　設計製図
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は、地震国・日本における建築構造の向上を、大学における建築設計教育を通じて実現すべく実施され
たものである。構造技術の発展そのものに注目するよりも、「構造のタネ」を発想し成長させる建築家の能力に
注目し、設計スケッチの分析を基盤とした造形分析を進めた。
研究の成果は、これまでのところ英語論文３篇を含む十数編の論文・発表として国内外に発信している。さらに
研究成果に基づいて建築設計の教科書「建築デザインの構造と造形」の増補版原稿が準備され、近く出版予定と
なっている。こうした教育コンテンツの整備を通じて、次世代の建築意匠・建築構造の能力向上が幅広く図れる
基盤を形成したと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初の２０１８年ごろは、日本国内でも建築家の設計図面・スケッチのアーカイブ化
が進み、研究資料の利用可能性が整った時期であった。私は、１９９０年頃から建築家のスケッ
チからその設計方法を解読する研究を実施してきたが、研究資料の限界から十分な範囲へ研究
を押し広げることができていなかった。 
 建築家の設計スケッチを題材とした研究は、いわゆる歴史意匠学的な研究、すなわち作家個性
の探求（作家論）、ないしは、当該作品の決定事由の探索（作品論）といった関心の上に行われ
ることが通例であり、現在でもその系譜が強力に続いている。 
 一方、建築計画学系の研究分野では、古くから記録的・実験的方法による建築家の設計方法の
研究が行われていた。これは、実際の実務設計作業に立ち会ってその経過を記録したり、設計者
に設計課題を提示し、その設計過程の描画や同時的発話を録画・録音し、その設計思考の特徴を
把握しようとするものであった。 
 これらいずれも、建築家の設計思考をバイアスなく捉えようという実証的立場からみれば、
（その業績は十分に評価すべきではあるものの）一定の欠点があることは否めない。すなわち、
前者には、＜作家の個性の範囲に研究上の関心が固定されること＞、ないし＜その作品の成立根
拠を個個別別の状況的条件に解消してしまうこと＞などの欠点があり、建築設計方法としての
普遍的方法論へと昇華する回路を失わせる。一方、後者は、＜分析対象たる設計過程そのものに
対する観察者の侵襲が大きい＞ため、分析研究の客観性に疑いが残る結果となる。この点では侵
襲がありえない「事後的研究」（すでに作品が完成している設計スケッチを事後において研究す
る方法）が有利であることになる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、a)建築家の設計スケッチを対象とし、建築形態に架構形態がどのように 
織り込まれていくのか、その造形的実態を把握すること、b)さらにその内容を架構形態の造 
形手法として整理し、設計教育の現場で活用するコンテンツとして提供することであった。 
 この目的は、普遍的に適用可能な設計方法と、そこに織り込まれる設計技法の蓄積を、最終的
に教育コンテンツに転換することを目的としていた。すなわち、作家論・作品論的な研究では十
分な成果が期待できず、優れた建築家のスケッチを対象としながら、十分に実証性・検証性のあ
る分析方法論を取る必要があった。 
 
３．研究の方法 
 そこで採用したのが建築形態論に基づく形
態分析の方法論である。私はこれに「変形能」
（transformability）という概念を導入した
（図１）。すなわち、設計者が設計中の各時点
で想定する建築形態の変形の範囲、という概
念である。建築設計は初期に変形能を幅広く
探索的に考え（同時的形態多様性）、後期にな
るに従って変形能を狭めていき、特定の解答
の洗練（逐次的変形過程）へと思考を移り変わ
らせてゆく。この作業の中で、建築構造の基本
を決定づける架構形態がどの段階で導入され
ているか、これを観察することが、本研究の要
点であった。 
 この点を考究するため、設計スケッチを、そ
れぞれの形態的特徴の連続・転換をもとに刑
事的に順列する方法を用い、設計スケッチに
適用し、設計過程全体のなかに設計の部分課
題である「スタディ」を区分し、それぞれのス
タディにおける変形能の評価を行う、という
方法論を提案した（図２）。 
 この分析方法論によって、設計過程の論理構造（部分課題と全体の設計課題の関係）を理解す
るとともに、それぞれの部分課題に対して建築家がいかなる形態的変形能力を対応させて問題
を「造形的に」解決したかを、具体的かつ実証的に明らかにすることができた（図３）。さらに
加えて、設計形態に対する架構形態の導入が、いかなる時期に設計者の考察の中で開始されてい
るか、明確化することができる。 
 
 
 

図１：設計過程における変形能の推移（概念図）, 発表
論文から引用, Tomioka Y, Tabata C, Ojika T. Design 
process of the Japanese pavilion in Venice Biennale 
(1956) by Takamasa Yoshizaka. Jpn Archit Rev. 
0000;00:1–15. https://doi.org/10.1002/2475- 
8876.12305 



 
４．研究成果 
 以上の問題意識のもとで研究を進め
た。資料として用いたのは、京都工芸繊
維大学美術工芸資料館所蔵の村野藤吾
の作品スケッチ及び図面、国立近現代
建築資料館所蔵の吉阪隆正の作品スケ
ッチ及び図面、武蔵野美術大学美術館・
図書館所蔵の芦原義信作品スケッチ及
び図面であった。これらに加えすでに
公刊されているアルヴァ・アアルト、ミ
ース・ファン・デル・ローエ、ルイス・
カーンなどの設計スケッチなども分析
例に加えた。これらの建築家の設計過
程の分析については、査読付き学術論
文として、日本語および英語で発表し、
さらに萌芽的内容については口頭発表
で専門的議論に供した。 
 以上の建築家の設計過程に共通する
こととして、建築構造の基本を決定づ
ける架構形態は、建築設計の前半期、
すなわち変形能の拡大期にほぼ例外な
く導入され、その後、洗練期への移り
変わりに際して再解釈・融合・選択・判
断されていることが観察された。 
 

 
これは、定型的構造（たとえば多層ラーメン構造などのごく一般的な構造形式）をとらない建築
設計では、建築家の違いによらない通例のことと考えられる。 
 以上のことから、建築設計教育において、とくに意匠系の学生に対して強力に教育する必要が
あると考えられる。このような教育に供するため、『改訂版・建築デザインの構造と造形』の改
定原稿を準備した。現在、最終的な出版準備に至っている。 
 

以上 

図２：形態的特徴をもとにした図面の継時的順列（例）, 発表論文
から引用, Tomioka Y, Tabata C, Uchikawa I. Design process of 
the Memorial Cathedral for World Peace (1954), Hiroshima, by 
Togo Murano (Part 1): A chronological overview of graphic 
materialsand formal manipulations observed in early design 
schemes. Jpn Archit Rev. 2023;6:e12352. https://doi.org/ 
10.1002/2475-8876.12352 

図３：形態分析をもとにした設計過程の問題解決過程（例）, 発表論文から引用, Tomioka Y, Tabata C, Ojika T. 
Design process of Japanese pavilion in Venice Biennale (1956) by Takamasa Yoshizaka. Jpn Archit Rev. 
0000;00:1–15. https://doi.org/10.1002/2475-8876.12305 
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